






















要約:これまで母乳の優秀性が様々な角度から論じられてきた。しかし、ここ数年来、授

乳中の母親が主要な食物抗原の摂取を制限し、経母乳感作を避けることが児のアレルギー

疾患の発症を抑えるという情報が流布し、乳児健康診査の場でそれに戸惑う母親や、現に

それを母親自身の判断で実行している者に遭遇する。そこで近年、特に問題視されている

乳幼児のアトピー性皮膚炎、湿疹に焦点を当て、乳児期の栄養法との関連づけを行った。

　平成 7 年度乳幼児栄養調査(厚生省)においては、「アレルギー体質がある、または、あ

ると言われた」者の割合は、母乳栄養児は人工乳および混合乳の者に比べ、0～12 か月の

いずれの時期においても高く、また、母乳栄養児については母乳栄養を長く続けた者に有

意に多かった。アトピー性疾患実態調査(平成 4年度厚生省)においても同様な傾向が認め

られ、特に、乳児および 1 歳 6 か月健診受診児に比べ、3 歳児健診受診児にアトピー性皮

膚炎と診断された者には 2～12 か月において母乳栄養であった者が有意に多かった。さら

に、東京都内の某病院の乳児健康診査に来院した 1～10 か月児 4,137 人を対象に、栄養法

別に湿疹の発症状況を健診時のカルテの記載を基に調査し、栄養法との関連づけを行った。

この結果、湿疹の症状が(+)(++)の者の割合は、母乳栄養児は人工栄養児に比べ高く、特

に、6 か月時において有意性が認められた。しかし、母乳の免疫能がアトピー性皮膚炎の

予防や湿疹の程度に効果を奏する可能性が考えられる。また、母親が摂取した食物との関

係を追求することなしにこれらの結論を出すことは差し控えるべきであると考える。


